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重要例題集 平面図形

第 1 問【三角形の成立条件】

次の長さの線分を辺とする三角形が存在するかどうか調べよ．

 ，，  ，，  ，，

＜解＞

  が成り立つから，三角形は存在する．

  が成り立つから，三角形は存在する．

 であるから，三角形は存在しない．

第 2 問【平行四辺形と線分の比】

平行四辺形において，辺を：の比に外分する点をとする．と

，の交点をそれぞれ，とするとき，，は線分，をそれぞれどん

な比に内分するか．

＜解＞

△△であるから ：：

一方，：：であるから ：：

よって，は線分を：の比に内分する．

また，△△であるから ：：：

ゆえに，は線分を：の比に内分する．
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第 3 問【角の二等分線定理】

辺，，の長さがそれぞれ，，である三角形において，の等

分線，の外角の等分線ととの交点をそれぞれ，とするとき，の長さ

はいくらか．

＜解＞

：：，であるから

：：より 

：：より 

よって 

第 4 問【平行線の性質】



 

 



 

 














 




，





  














下の図において，，の値を求めよ．

  
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＜解＞







  

 
 


 





 であるから








すなわち ･･

よって ･･ ゆえに 




また，







から ･･

よって ･･  ゆえに 




 右の図において，とすると



 





すなわち ･  ･

ゆえに 

 の等分線と辺の交点がであるから









すなわち ･･

よって ･･  ゆえに 

また，の外角の等分線と辺の延長の交点がであるから









すなわち ･･

よって ･  ･ ゆえに 

第 5 問【三角形の面積比１】

△の辺を：の比に内分する点を，辺の中点をとする．また，

との交点をとするとき，次の値を求めよ．


△

△


△

△


△

△
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＜解＞


△

△




 

△

△







△

△


△ △ △

△


△

△


△

△



第 6 問【三角形の面積比２】

△の辺を：，辺を：，辺を：の比に内分する点をそれぞれ

，，とするとき，次の値を求めよ．


△

△


△

△

＜解＞









 



 




 △と△は，を共有するから

△

△




･







･








 と同様に

△

△




･







･








△

△




･







･








一方 △△△△△

両辺を△で割ると

△

△


△

△


△

△


△

△





















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第 7 問【チェバの定理】










 






















 




下の図において，



の値を求めよ．

  

＜解＞

 チェバの定理により



･



･





よって



･



･



 ゆえに









 チェバの定理により



･



･





よって



･



･



 ゆえに









第 8 問【メネラウスの定理】



 










 



 











 





下の図において，



の値を求めよ．

 
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＜解＞

 △と直線において，メネラウスの定理により




･



･





よって



･



･



 ゆえに









 △と直線において，メネラウスの定理により




･



･





よって



･



･



 ゆえに









第 9 問【三角形の重心】

△の辺，の中点をそれぞれ，とし，を通りに平行な直線と

を通りに平行な直線との交点をとするとき，は△の重心であることを

証明せよ．

＜解＞



 









との交点をとする．

四角形は平行四辺形であるから 

から  また 

よって，四角形は平行四辺形である．

ゆえに ， 

は辺の中点であるから ：：

すなわち，は△の中線を：の比に内分

する点である．

したがって，は△の重心である．
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第 10 問【三角形の外心，垂心，内心】

，，の直角三角形について

 垂心，外心の位置を求めよ．

 外接円の半径と内接円の半径を求めよ．

＜解＞



 





 



 各頂点から対辺に下ろした垂線は点で交わるから，△の垂心は点で

ある．各辺の垂直二等分線は辺の中点で交わるから，△の外心は辺の

中点である．

    

辺の中点が外心であるから 








内心をとし，内接円と辺，，の接点を

それぞれ，，とする．

，から 

また，，，，，であるから，四角形

は辺の長さがの正方形である．

よって，，であるから    

ゆえに 

第 11 問【円周角の定理】



 






△の頂点からに下ろした垂線をとし，

から，に下ろした垂線をそれぞれ，

とするとき，，，，は同一円周上にあることを

証明せよ．
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＜解＞

であるから，点，，，は同一円周上にある．

よって 

また，△△であるから

 ゆえに 

したがって，，，，は同一円周上にある．

第 12 問【円と接線（接弦定理）】

を直径とする円の外部の点をとし，，が円と交わる点を，とする

と，は，，を通る円の接線であることを証明せよ．ただし，は直線上

にないものとする．

＜解＞

 









 









の延長上の点をとする．

がに一致する場合 

よって，は，，を通る円の接線である．

がに一致する場合 

よって，は，，を通る円の接線である．

，が同じ弧上または一方が反対側の弧上にくる場合



よって，は，，を通る円の接線である．
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第 13 問【方べきの定理１】











 







  






右図において，の値を 

求めよ．

＜解＞

 方べきの定理により ･･

よって ･･ ゆえに 




 方べきの定理により ･･

よって   ･･ ゆえに  

であるから  

第 14 問【方べきの定理２】

長さがである線分の中点を，直径の円に点から引いた接線の接点を

とする．次のものを求めよ．

 の長さ  ：  ，の長さ
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＜解＞

  

Ｄ



 方べきの定理により ･ 

よって  ･

から  

 △と△において

，

ゆえに △△

よって ：：： ：

 から，，   と表される．

直角三角形において，ピタゴラスの定理により

     よって 
  


   



したがって  



から 




 


ゆえに ･






， ･






第 15 問【折れ線の長さの最小値】

鋭角の内部に点，がある．半直線，上にそれぞれ点，をと

り，を最小にするには，，をそれぞれどのような位置にとればよい

か．

＜解＞














 

 




図のように，直線，に関して，と対称な

点を，それぞれ，とする．

また，，上に，それぞれ任意の点 ， をとる．

このとき，  ，   であるから

      

これは，からへの経路を表す．

点 ， の最短経路は，線分 であるから，

，を，それぞれ線分 と直線，との交点にとればよい．


